
す
べ
て
の
学
習
活
動
の
コ
ア
に
探
究
を

お
き
、教
師
の
あ
り
方
か
ら
問
い
直
す

広
島
叡
智
学
園
中
学
校･

高
校 

（
広
島
・
県
立
）２
０
１
９
年
４
月
開
校

　

２
０
１
４
年
12
月
、広
島
県
教
育
委
員
会

は「
広
島
版『
学
び
の
変
革
』ア
ク
シ
ョ
ン・
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
た
。
10
年
後
の
目
指
す
姿

と
最
初
の
５
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

示
さ
れ
た
の
が
、県
下
全
小
中
高
校
で
推
進

す
る
課
題
発
見
・
解
決
学
習
と
異
文
化
間

交
流
で
あ
る
。
２
０
０
１
年
か
ら
県
が
取
り

組
ん
だ
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、ペ

ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
点
数
は
伸
び
た
が
、意
欲
や

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
が
つ
い
て
い
な
い
、出

発
点
に
は
そ
ん
な
課
題
意
識
も
あ
っ
た
。
目

指
す
の
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
で
不
確
実
な
世
の

中
で
「
広
島
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、

胸
を
張
っ
て『
広
島
』『
日
本
』を
語
り
、高
い

志
の
も
と
、世
界
の
人
々
と
協
働
し
て
新
た

な
価
値（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）を
生
み
出
す
こ

と
の
で
き
る
人
材
」の
育
成
。
そ
し
て
、そ
う

し
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
教
員
の

養
成
だ
。

　

県
立
広
島
叡
智
学
園
は
、こ
の
変
革
を

牽
引
す
る
学
校
と
し
て
構
想
さ
れ
、来
年
度

開
校
を
迎
え
る
。
１
学
年
40
人
の
中
高
一
貫

で
、本
当
に
実
現
の
た
め
行
動
で
き
る
人
を

育
て
る
と
い
う
こ
と
。
自
分
の
意
志
を
も
ち
、

自
分
で
決
断
で
き
、自
分
の
人
生
を
自
分
で

創
る
こ
と
の
で
き
る
人
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」と
設
立
へ
の
思
い
を
語
る
。

　

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

柱
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
あ
た
る「
未

来
創
造
科
」（
図
２
）だ
。初
期
に
は
半
期
ご
と

に「
幸
せ
」「
環
境
」「
社
会
正
義
」の
大
テ
ー
マ

を
設
定
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
取
り
入
れ
グ
ル

ー
プ
で
協
働
し
な
が
ら
調
査
や
ア
イ
デ
ア
の

作
り
方
な
ど
を
学
び
、解
決
策
の
実
行
を
行

い
、リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
。
次
に
、そ
れ
ら

の
テ
ー
マ
を
探
究
す
る
な
か
で
広
げ
た
視
野

や
、課
題
意
識
を
元
に
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
。
中
学
3
年
か
ら
は
認
定
申
請
予

定
の
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
沿
っ
て
、中
等
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｍ
Ｙ
Ｐ
）、

デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｄ
Ｐ
）の
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
む
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
探
究
」「
行
動
」

「
振
り
返
り
」を
循
環
さ
せ
な
が
ら
行
う
活

動
だ
。
活
動
を
通
し
て
知
識
・
姿
勢
・
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
行
動
を
も
っ

て
貢
献
で
き
る
人
と
な
る
こ
と
が
目
標
と

校
、大
崎
上
島
と
い
う
離
島
地
域
で
の
全
寮

制
教
育
、高
校
か
ら
国
語
以
外
は
英
語
で
授

業
を
行
い
、１
学
年
20
人
の
留
学
生
を
全
世

界
か
ら
募
集
、国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
認
定
を

目
指
す
。公
立
と
し
て
は
規
格
外
の
学
校
像

だ
が
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
と
と
も
に
、こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

新
し
い
学
び
の
形
を
、全
県
に
波
及
さ
せ
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
げ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
重
点
的
に
育
成
す

る
力（
図
１
）か
ら
は
、県
全
体
の
方
向
性
を

さ
ら
に
先
鋭
的
に
実
現
し
よ
う
と
い
う
意
志

が
見
て
と
れ
る
。
現
在
建
設
中
の
校
舎（
写

真
左
下
）は
、知
の
拠
点
と
な
る
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
や
協
働
的
な
授
業
に
適
し
た
教
室

設
計
が
な
さ
れ
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
と
も
に
探

究
学
習
を
実
現
す
る
準
備
が
進
行
中
だ
。

　

開
校
準
備
を
進
め
て
き
た
林
史
校
長
は

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
た『
平
和
』に
は
、世
界

の
平
和
も
家
庭
の
平
和
も
あ
り
ま
す
。『
学

び
を
通
じ
て
平
和
な
社
会
を
実
現
し
続
け

る
』と
い
う
こ
と
は
、世
界
や
身
近
な
場
所

校長

林
はやし

 史
ふみ

先生

広島叡智学園の教職員と林校長。学校を
創っていくチームとして大切にしたい行動規
範、約束事を話し合い、合意した宣言を壁
に掲示している。

・ポジティブに考え、学び、行動する
・笑顔でアイデアを傾聴し、共有し、吟味する
・取り組んでいることに情熱を持ち続ける
・リスクテイカーになる
・チームとしてお互いを尊重し合う
・助け合い、公平、中立的な環境をつくる
・本質から外れない
・テクノロジーを適切に使う

2019年開校予定／併設型中高一貫教育校／全日制普通科／全寮制／生徒数　中学１学年40人、高校１学年
60人（うち20人は外国人の留学生）を予定／国際バカロレア ・ディプロマプログラム（IBDP）導入に向けて検討学校データ

取材・文／江森真矢子

探
究
ベ
ー
ス
の
学
び
を
全
県
に

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
新
設
校

未
来
創
造
科
を
核
に

全
教
科
で
探
究
的
な
学
び
を

（写真上）探究的な学びを実現するため
に、教室はディスカッションや協働活動
に適したデザインを採用。（写真左）図
書室は知の拠点として多様な探究・創
造活動を支える「メディアセンター」とし
て設計している。
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さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、取
り
組
む
テ
ー
マ

や
行
動
が
、社
会
的
な
文
脈
の
中
で
ど
ん
な

意
味
を
も
つ
の
か
を
生
徒
自
身
が
自
覚
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、パ
ー
ソ
ナ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、科
目
固
有
の
学
習
が

ど
う
生
か
さ
れ
た
の
か
を
内
省
し
、言
葉
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
自
ず
と
教
科
の
学

び
と
の
往
環
も
生
ま
れ
る
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
を
貫
く
の
は
「
社
会

で
活
躍
で
き
る
力
を
育
成
す
る
学
び
」「
生

 

「
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
自
分
の

テ
ー
マ
に
出
会
い
、高
校
段
階
で
の
科
目
選

択
に
つ
な
げ
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
何

を
し
た
い
の
か
を
考
え
、選
ん
で
行
動
す
る

こ
と
は
、
ず
っ
と
進
路
選
択
を
し
て
い
る
よ

う
な
も
の
。
ま
た
、行
事
そ
の
他
も
生
徒
に

決
定
権
を
も
た
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
環
境
の
中
で
こ
そ
、生

き
て
い
く
の
に
必
要
な
力
が
育
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
」。学
校
生
活
す
べ
て
を
自
ら
問
い
を

も
ち
、考
え
、行
動
す
る
環
境
に
整
え
よ
う

と
し
て
い
る
の
だ
。

　

加
え
て「
教
師
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
変
革

が
な
に
よ
り
も
大
切
で
す
」と
林
校
長
。
開

校
準
備
に
あ
た
る
教
員
た
ち
は
、海
外
留
学

徒
の『
？
』か
ら
始
ま
る
学
び
」「
実
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
学
び
」の
３
つ
の

観
点
だ
。
教
科
の
授
業
内
で
も
思
考
ツ
ー
ル

や
情
報
収
集
な
ど
の
学
び
の
技
を
使
い
、理

科
・
社
会
は
テ
ー
マ
ベ
ー
ス
の
探
究
で
単
元
を

組
み
立
て
る
な
ど
、教
科
で
も
探
究
型
の
学

び
を
構
築
中
だ
。

や
視
察
、Ｉ
Ｂ
教
員
研
修
、単
元
づ
く
り
の

勉
強
会
な
ど
を
重
ね
な
が
ら
、探
究
を
支
え

る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
や

ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。そ
の
準
備
を
進
め
る

部
屋
の
壁
に
は
、全
員
で
話
し
合
っ
た
行
動

規
範（
写
真
右
）が
貼
り
出
さ
れ
て
い
た
。

「
笑
顔
で
ア
イ
デ
ア
を
傾
聴
し
、共
有
し
、吟

味
す
る
」「
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー
に
な
る
」「
チ
ー

ム
と
し
て
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
」
…
。「
開

校
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

い
ち
ば
ん
の
研
修
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」と

林
校
長
。来
春
入
学
し
て
く
る
生
徒
た
ち
も
、

と
も
に
学
校
と
未
来
社
会
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、先
生
た
ち
に
は
そ
ん

な
未
来
が
見
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

図1 広島叡智学園のミッションと育成する力

【ミッション】

学びを通じて平和な社会づくりを実現し続ける存在となることを目指す
To be a global leader in building peace

with the power of “Learning”.

【ヴィジョン】
社会の持続的な平和と発展に向け世界中のどこにおいても
地域や世界の｢よりよい未来｣を創造できるリーダーを育成する
To foster leaders who create in their community “a better future” 

for peace and sustainable development.

｢学びの変革｣の目指すべきモデルとなる
To be an excellent model in “Learning Innovation”.

【バリュー】
｢グローバルな視野｣と｢地域に根ざした心｣の双方を大切にし、
主体的に学び続ける｢ラーニングコミュニティ」を形成する

To be a learning community whose global vision is rooted in local context.

●様々な場面で活用できる知識・技能の深い理解
●新しい価値を生み出す創造的・批判的思考力
●異なる文化・価値観を持つ人々と協働する力
●目標に向かってやり抜く力・自信
●日本語でも英語でも議論・協働できる高い語学力

重
点
的
に
育
成
す
る
力

教
師
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が

最
大
の
鍵

プログラムのうち赤の囲みは個人、緑の囲みの項目はグループで取り組む。

図2 未来創造科の構想
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大
崎
上
島

「創造性」「活動」「奉仕」の
要素を含み、実社会と関わる
体験的な学習により、人間的
な成長と対人スキルの発達を
促す

自発的な取り組みによって作
品や成果を生み出し、創造性
を発揮し、これまでの学習の
総括を示す

半期ごとに設定したテーマに
沿った探究プロジェクトを行い、
視野と技能を身に付ける

コミュニティのニーズに対する
意識を深め、実際の活動を通
して課題に対応する

視点 プログラム

探究をカリキュラム・マネジメントでどう位置付けるか
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